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あなたは、10年後の富山県を

　 　 　 　 　 どのような県にしたいですか？

　 近年、 コ ロナ禍を経て、 人口減少・ 少子高齢化の進展、 激甚化する自然災害、 能登半島地震、 デジタル化・ ＤＸ

（ デジタル・ ト ランスフォーメ ーショ ン）の加速など、 富山県を取り 巻く 社会経済情勢は大きく 変化しています。

　 こう し た状況の変化に的確に対応し 、 県民一人ひとり の豊かで幸せな暮らしと 本県の持続的な発展を実現するため、

県民ワークショ ッ プ「 未来共創セッ ショ ン」の開催等を 通じ て、 県民参加の計画づくり を 進め、 県民の皆様と 

共に 10 年後の富山県の未来を描き、 共に実現する、 県民が主役の新たな総合計画を策定しまし た。

県政運営の指針であり 、 県づく り の基本的な方向性を

総合的・ 体系的にまと めた、 県の最上位の計画です。

県が目指す将来像を県民と 共有し 、 その実現に向けて、

県民と共に取り 組んでいく ための羅針盤となるものです。

５年間（ 2025(令和７) 年度～ 2029( 令和 11) 年度）

概ね 10 年後の本県の将来像を見据え

つつ、 社会経済情勢の変化に的確かつ

柔軟に対応していきます。

計画の位置付け 計画期間
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県民参加の計画づく りCO
LU
MN

　「 県民が主役の計画づく り 」を進めるため、 県民ワークショ ッ プ「 未来共創セッ ショ ン」を全市町村で開催

しまし た。

　 セッ ショ ン には、 こ ども から 高齢者まで 幅広い 年代の 300 名を 超える 方々にご 参加いただき、

「 10 年後の富山の未来」と「 その実現のために自分ができること 」をテーマに大変熱のこも っ た議論を

いただきまし た。

　 セッ ショ ンでのご意見を基に、 10 年後の将来像として「 みんなで目指す『 とやま 2035』」をまと めまし た。

　（ ▼ 6 頁）

未来共創セッショ ンの全 16 会場での議論を分かり やすく 可視化した「 グラフィ ックレコ ーディ ング」を計画（ 全体版）の参考資料に収録しています。
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8 9 .8 万人

（ 高齢化率1 9 .7％）   （ 33 .6％） （ 36 .2％）

1976 2024

1 97 6 ～1 9 85

平均1 .3 回／年

20 15 ～20 2 4

平均2 .9 回／年

短時間強雨の発生回数

（ 富山県内） 約2 .2 倍
から だ

こ こ ろ 社会と の
つながり

人口減少と
少子高齢化

自然災害の
頻発化・ 激甚化

担い手の多様化
イノ ベーショ ンの深化

／グローバル化
価値観の多様化

1 2 3 4 5

富山県の人口は、 1998 年の

112.6 万人をピーク に、 2035

年には 89.8 万人まで減少する

と予想（ 社人研）

人口減少を緩和する取組みと、

将来の人口構 造を 踏ま え た

社会づくりが求められる

R6 能登半島地震では、 富山

県における 観 測史 上最 大の

震度 5 強を記録

気候変動等により 、 自然災害

のリ スク は高まってきており 、

頻発化・ 激甚化する災害への

備えが不可欠

ジェ ンダー平等、 働き方改革、

外国人材の受入れなど、 多様

な人々が活躍できる環境整備

が進展

年齢、性別、国籍等にかかわらず、

誰もが活躍でき、 共に支え合う

社会の実現が求められる

生成 AI、 ロボット 等の先端技

術の実装が進み、 生活や経済

活動の在り 方が大きく 変化

技術革新やグ ロ ーバル化の

進展は、 産業構造や働き 方､

暮らし 方に変革をもたらすこと

が期待される

コロナ禍を経て、働き方や結婚、

幸せや豊かさ に関する価値観

が多様化し 、 ウェ ルビーイング

への関心も高まっている

誰もが自分らしく 暮らせる社会

の実現が求められる

富山県を取り巻く 環境変化

本県を取り 巻く 社会経済情勢は、 大きく 、 急速に変化しており 、 様々な課題に直面しています。

想定を上回るスピード で進む人口減少、 今後ピークに向かう 超高齢社会、 激甚化する自然災害の脅威、 デジタル
技術の進展など、次の 5 項目のよう な多様な環境変化に対応し ながら、新し い富山県の未来を築いていく ためには、
こう し た状況を的確に捉え、 柔軟に適応していく こと が必要です。
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（ 出典） 国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口」 を も と に富山県試算

富山県の将来人口推計

将来人口の見通し

富山県の将来人口を、国立社会保障・ 人口問題研究所（ 社人研）の推計方法に準拠して 2060 年まで推計し た場合、
総人口は、 2035 年には約 89.8 万人、 2060 年には約 66.9 万人まで減少するものと 見込まれます。 （ ケース①）

上記ケース①をベースに、 出生率や社会移動（ 転入・ 転出）について現状の傾向が続く と 仮定して推計し た場合、
2035 年には約 89 万人、 2060 年には約 62.5 万人程度となる見通しです。 （ ケース②）

また、上記ケース①をベースに、若者世代の大都市圏への転出抑制や転入の促進により 、転出超過が徐々に改善し 、
2030 年に社会増減が均衡すると 仮定して推計し た場合、 2035 年に約 91.7 万人、 2060 年に約 69.6 万人と
なる見通しです。 （ ケース③）
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「 幸せ人口 1000 万

　 ～ウェ ルビーイング先進地域、 富山～」
基本理念

富山県を取り 巻く 環境が変化する中、 ｢数｣

や｢量｣を重視した従来型の発展モデルは転

換期を迎えており、これからは一人ひとりの

幸せ、 生活や人生の｢質｣をより 重視し 、 県

民のウェ ルビーイングを高めていく ことが重

要です。

人口減少下でも 富山県が持続的に発展し

ていく ために、「 富山が好き」「 富山は心地

いい」と 思う 富山のファ ンを日本中・ 世界

中に増やし 、 交流し 続けること で、 新たな

視点や多様な活力を取り 込んでいきます。

雄大な自然、 おいし い水や食、 豊かな伝

統文化…「 幸せの基盤」が揃う 富山県。

ここで暮らす人、 仕事をする人、 よく 訪れ

る人など、 愛着を持って関わる全ての人た

ちと 共に、「 幸せ人口」を 増やし 、「 ウェ ル

ビーイング先進地域」の実現を目指し ます。
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みんなで目指す「 とやま2035」 ～10年後の将来像～

AI など最先端の技術と 自然の恵みを融合

さ せた夢と 希望のある農林水産業に

美し い自然や田園風景、 祭り 、 伝統文化、 スポーツ

チームなど地域への誇り ・ 愛着を持つ人が増え、

協力して地域の魅力を継承、 発展

国内外の多様な 人材が富山に引き 寄せら れ、

住民と の緩やかなコミ ュニティ の中で、 空き家も

活用し ながら、 新たな出会いや交流、チャンスを

創出

誰も が個性や能力を 発揮し 、

いきいきと 活躍できる

全てのこどもたちが、 安心して学び、

遊び、 夢を育める

県土の強靱化、 災害への備えや食の

安全保障の強化、 犯罪の抑止などに

より 、 安全・ 安心が高まる

地域で支え合いながら、 必要な

医療、 介護、 福祉サービ スを

安心して受けられる

と やま2 0 3 5と やま2 0 3 5
幸せ人口1000万

～ウェ ルビーイング先進地域、富山～

選択肢があり

自分の未来を描ける

人と 人がつながり

選ばれる

安全・ 安心で、 豊かに

暮らせる

アイデアが形になり

稼げる

自動運転やド ローン等を活用し 、

どこに住んでいても、 便利で豊かに暮らせる

スタ ート アッ プや新たな産業が生まれ、

富山発のブランド やサービスが全国・

海外へ

産業の垣根を超えた企業間連携により、

地域の経済・ 価値が循環、 発展

製造業など各産業分野において、 AI や

ロボット 等が活用さ れ、 生産性が向上し 、

さらに成長、 発展
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「 幸せ人口」CO
LU
MN

　 富山で暮らす人だけでなく 、 富山で仕事をする人、 よく 訪れる人、 生まれ育った人など、 富山に

愛着を持って関わる全ての人が、 富山の仲間です。 これらの皆さんと 共に、 幸せと いう 大きな傘の

もと 、「 幸せの関係人口 1000 万人」を目指します。 こう し た考えから、 富山県では、 県民の皆さん

と 関係人口の皆さんをあわせて、「 幸せ人口」と 呼んでいます。

　 また、 関係人口については、 2022（ 令和４ ）年 12 月に本県独自の調査を行い、 約 351 万人と

推計しています。 こ の調査では、 関係人口の定義を、 県外にお住まいで、 直近１ 年以内に富山

県と 関わる方のう ち、 強い関係性をもつ方としています。 具体的には、 二拠点労働者、 地域課題

解決の取組みやふるさと 納税等で応援く ださった方々などで、 観光客は除いています。

　 2025（ 令和７ ）年 12 月には、 ３ 年ぶり に関係人口調査を行い、 2026（ 令和８ ）年３ 月に結果を

公表する予定です。

7



県づく り の視点　

ワクワクする富山県

ワクワクすること がたく さ んあり 、 県民が誇り

を持って暮らし 、 国内外から 人や企業を呼び

込む求心力がある

持続可能でし なやかな富山県

変化に柔軟に対応し 、 ①安全・ 安心、 快適で、

災害に強い生活基盤、 ②競争力のある産業基盤

がある

みんなで創る富山県

多様性を認め合い、 富山に関わる全ての人が

主役と なり 、 新し い未来を創造できる

ワク ワク
し なやか 共創

こども
・

子育て

1

インフラ
・

県土強靭化

7

文化
・

スポーツ

3

スタート
アップ

5

農林水産

9

観光

1 1

人材活躍
・

共生

6

環境

1 2

政
策
の
柱

1

未来に向けた人づくり
― 本県の活力を支え、 発展の礎と なる ―

政
策
の
柱

2

新しい社会経済システムの構築
― 県民が躍動する舞台を創出する ―

教育

2

健康・ 医療
・ 福祉

4

まちづくり
・

交通

8

産業
・
GX

1 0

政策の柱と 県づくり の視点

目指す将来像（ 10 年後）の実現に向けて、「 未来に向けた人づく り 」と「 新し い社会経済システムの構築」の
２ つの政策の柱に、 12 分野の政策を位置付け、 主要な施策を中心に展開します。

各政策を展開するにあたっては、「 ワクワク」「 し なやか」「 共創」の３ つの視点で、 取り 組みます。
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こども ・ 子育てを社会全体で支え合う 気運の醸成

ライフステージに応じ た切れ目ない支援

子育て・ 教育にかかる経済的負担の軽減

出会い・ 結婚の希望を叶える支援

様々な困難を抱えるこども ・ 若者への支援

こどもが安全・ 安心に生活できる環境の整備

救急医療・ 在宅医療等の提供体制の整備

の推進

地域医療を担う 医療人材の養成・ 確保

健康寿命の延伸、 こころの健康づく り の推進

地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制の整備

介護・ 福祉人材の養成・ 確保と介護テクノロジー導入の推進

障害者が地域で安心や幸せを感じ る社会の実現

こどもの才能や個性を伸ばす教育の推進

様々な体験を通し た社会で活きる力の育成

私立学校教育・ 高等教育機関の振興

誰一人取り 残さ ない多様性と 包摂性のある教育の推進

教師が意欲と能力を高め、こどもと向き合える環境づくり

学校の特色と魅力を高め、安全で快適に学べる学校づくり

アント レプレナーシッ プの醸成

スタ ート アップエコシステムの構築

新たなスタ ート アップの発掘・ 誘致

「 SCOP TOYAM A」を拠点とし た創業支援

スタ ート アップと 既存企業の連携・ 協業の促進

北陸から世界につながるスタートアップエコシステムの形成

身近なところで文化芸術に親しむ機会の充実

地域に学び、 伝統文化の保存・ 継承を図る

取組みの推進

世界文化遺産登録に向けた取組みの推進

部活動の地域展開の推進

日常生活の中で運動やスポーツに親しむ機会の充実

スポーツを通じた関係人口の創出と地域活性化

若者・ 女性が活躍する環境づく り

元気な高齢者が活躍する環境づく り

多様性を認め合い、 多様な人材が活躍する地域づく り

関係人口の拡大・ 深化、 更なる移住の促進

多文化共生と 外国人材活躍による活力ある地域づく り

全国に先駆けた「 人材確保・ 活躍の富山モデル」の創出

こども・ 子育て1 健康・ 医療・ 福祉4

教育2 スタート アップ5

文化・ スポーツ3 人材活躍・ 共生6

未来に向けた人づくり政策の柱1

12の政策分野と 主な施策
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能登半島地震からの復旧・ 復興の着実な推進

地域防災力の向上

公共インフラの耐震化、 老朽化対策の推進

インフラの将来像の「 自分事化」

建設業の魅力向上・ 発信と 人材育成・ 確保

安全・ 安心な暮らし の確保

成長分野への参入促進と 産業競争力の強化

戦略的な企業誘致の推進

サーキュラーエコノ ミ ーの推進、 ＧＸ の推進

中小・ 小規模企業の総合的な支援体制の強化

地域産業を支える人材の育成・ 確保

伝統工芸産業の振興

富山らし い個性的なまちづく り ・ 地域づく り

県庁周辺のエリアマネジメント の推進

中山間地域の活性化・ 魅力ある田園地域づく り

鉄軌道サービスの利便性・ 快適性向上

持続可能な地域交通サービスの構築

北陸新幹線の早期全線開業

持続可能な観光地域づく り

インバウンド や高付加価値旅行者の誘客の推進

三大都市圏を中心とし た国内誘客の推進

広域観光の推進

富山らし い魅力創出

「 寿司」を起点とし た関係人口の創出・ 拡大と 地域活性化

持続可能な稼げる農業の推進

主伐による森林循環の加速化と持続可能な森づくり

水産資源の持続的利用と水産業の持続的発展及び漁港の活性化

食のとやまブランド の推進による消費・ 販路・ 輸出拡大

ワクワクする農山漁村の持続的な発展と都市との交流

再生可能エネルギーの導入促進

省エネルギーの徹底、 総合的な脱炭素化

気候変動による被害を回避・ 軽減する適応策の推進

循環型社会を目指し た廃棄物の３ Ｒ や適正処理の推進

豊かな自然環境の保全と 持続可能な利用

インフラ・ 県土強靭化7 産業・ GX1 0

まちづくり・ 交通8 観光1 1

農林水産9 環境1 2

あたらし い社会経済システムの構築政策の柱2

1 0



重点的に推進する人口減少対策

持続可能な富山県を目指し 、 最重要課題である人口減少対策を、「 緩和」と「 適応」の両面から 重点的かつ戦略的に推進し ます。

富山県
総合計画

詳しく はこちらから

Ⅰ　 人口減少の「 緩和」

⑴ 自分の生き 方を主体的に選択できる “ と やま ”

経済状況や子育て環境などを 理由に結婚や出産を あきら めるこ と がないよう 、

若い世代が希望する将来展望を描ける環境をつく るとともに、 誰一人取り 残さ ない

「 こどもまんなか社会」の実現を図り ます。

① 若い世代が将来展望を 描ける
環境づく り

②こ ども まんなか

⑵ 働き たい、 関わり たい、 住みたい “ と やま ”

地域経済を 活性化し 国内外から 人材を 呼び込むとと も に、

富山の日常にある 幸せと 上質な 暮ら し の魅力を 発信し 、

働く 場所としても 、 関わる場所、 住む場所としても

「 選ばれる富山県」を目指し ます。

①産業振興
②ブラ ンディ ング・ 観光振興
③関係人口の拡大・ 深化
④移住促進

Ⅱ　 人口減少社会への「 適応」

⑴ 多様な人材が活躍でき る “ と やま ”

本格的な「 労働供給制約社会」に適応するため、 女性や高齢者など多様な人材の

活躍と Ｄ Ｘ 等による 働き 方改革、 生産性向上等を 推進し ます。 また、 日本人も

外国人もお互いの文化を認め合い、 共に安心して暮らし 、 活躍できる多文化共生

の地域づく り を推進し ます。

①多様な人材（ 担い手）の活躍と生産性の向上

②外国人材の活躍と共生社会の実現

⑵ 安心し て快適に過ごせる “ と やま ”

人口減少下においても 、 安心して快適に暮ら せるよう 、

県土強靱化や防災、 防犯、 まち づく り 、 中山間地域

の振興、 公共交通、 医療・ 介護・ 福祉、 次代を 担う

人づく り 等を推進し ます。

①県土強靱化・ 防災・ 防犯

②まちづくり

③中山間地域の振興

④公共交通

⑤医療・ 介護・ 福祉

⑥教育・ 人づくり
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